平成23年度広島県市議会議長会　北部ブロック議員研修会　講演会2011/11/04

2011年11月5日ブログでは書ききれなかったことを、資料室にアップさせていただきます。ですから、11月5日のブログを読まれた後に、これからの記述をお読みいただく様、お願いします。

　都市部でも山中間地域でも人口減少率は変わらないのですが、山中間の若者が都市部に流出していきます。都会への憧れであったり、都会で勉強したいとか、都会にしかない働き口であったりとか、田舎に引き止めておくことはできない。色々な政策や施策を行政が考えて打ちますが、上手くいった例はありません。つまり、若い人は出てゆくものです。

　だったら、都会に出て行って、スキルアップして、田舎に帰って来い！

しかしながら、戻って来れる場（働き口）がないのが現実です。では、どうやってその場を作るのかというのが山中間地域の、特に今回お邪魔している3市（安芸高田・三次・庄原）の課題でもあるわけです。

　

具体的な課題解決策として述べられたものは、

1 農業をもっと活性化する。つまり、都市部より50歳代の人々を移入させる。必要な農業施設などは行政が用意する。指導者も張り付ける。流通システムを自前で整備する（川下から川上まで）。小麦や大豆などの穀物を栽培する。
2 大都市から工場を誘致するのではなく、技術系の職人が物を作る企業を誘致する。それは、デザイン設計も自由な特別な物を作る集団とする。つまり、儲からない部品の下請けからの脱却を意味する。ドイツのマイスター制のお話があったが、割愛する。

3 過疎化、限界集落にどう立ち向かうかであるが、人を集めるのでなく、人が移動することも考えるべきである。それには、道路が重要である。つまり、車速を上げられる道路の整備である。田舎に生まれ育ち、都市に出て結婚して暮らし、定年後は田舎に帰り老後を過ごす（老人介護施設・施策の充実）。アメリカのシカゴなどがこの例に当てはまるとのことだった。
4 観光。観光というところまでは聞くことができたが、具体的なお話はなかったように思う。あったのかも知れないが、記憶にない。

　
